
過去5年
平均値

指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

銀河連邦交流事業参加率（％）

基準値

交流事業参加者数/過去5年間平均交流者数である343人
を100％とした。

過去5年間平均交流者数と同等の交流人数
343人を超えることを目標とした。

平成19年度（決算）

28,358 8,494

16,100

事業費/
人員

指標１
（単位：％）

事業費/
人員

指標２
（単位：％）

事業費/
人員

100.0

目標値

100.0100.0106.7

目標値 実績値 実績値実績値 目標値 目標値

100.0 100.0

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

　友好都市をはじめとした諸外国や外国人市民との交流、並びに銀河連邦をはじめとした国内諸都市との交流を促進し、相互理解を深める
など、異なる文化との交流の中で新たな市民文化の創造に努めるとともに、他都市へのさがみはら文化の発信を図ります。
　中国の無錫市、カナダのトロント市、トレイル市と友好都市提携をしており、教育、文化、スポーツなど様々な分野で友好を深めています。国
内では、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の関連施設のある４市１町と銀河連邦を建国し、子どもたちの留学交流やスポーツ交
流、経済交流、銀河連邦フォーラムなど多彩な事業を行っています。

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

44,458

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

43 12

8,494

16130

市民局

文化国際課

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

瀬戸　茂美課長名

指標４

指標３

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

第６章　彩りのある市民文化を創造します

第１節　多彩な市民文化の振興

多彩な文化交流の促進

指標２

指標１

指標５

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

指標５
（単位：人）

指標３
（単位：％）

事業費/
人員

指標４
（単位：％）

◆総合計画における位置付け等 平成20年7月23日記入

平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員



4　2　1

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

　様々な立場での市民ニーズがあり、その多様性に応じた事業展開が求
められている。

4　2　1

合計

１次評価

B

２次評価施策の目的を明確化・具体化する必要がある
⇒新しい総合計画に反映する。

5
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ｂ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

評価基準・
着眼点

評価点

4　2　1

4　2　1

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は3.081で121施策の中で88番目。
○重要度は3.132で120番目である。
○改善要望度は-0.4452で119番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上で最も高く、40代で
最も低くなっている。重要度は70歳以上で最も高く、40代で
最も低くなっている。
○地区別にみると、満足度は北部で最も高く、津久井で最
も低くなっている。重要度は北部で最も高く、西部で最も低
くなっている。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

有効性

Ｈ18評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ｂ

・解決策は、一般論であり、施策の解決策を具体的に記入すること。
・施策目的を明確化した上で、施策の一本化を検討する必要があるのではないか。（18120と）

課題

　様々な交流事業の取り組みの中で、さらに事業の認知度をアップし、多くの市民参加が求められる。また、行政主導の
交流から民間レベルでの幅広い交流への移行が必要となる。

解決策

　交流事業の周知に努めるとともに様々な方面の市民団体等との連携を図る。
（局内評価会議）
　文化のほか、経済、教育、災害時相互支援などの多彩な都市間交流は重要な施策であるため、現状維持すべき事業で
ある

市民満
足度

多彩な文化交流の促進

20代

30代
40代

50代 60代

70歳以上

北部

西部

南部
津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　3.859



コード 16130

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

文化国際課
銀河連邦サガミハラ共和国
事業

8,494 7,000 7,000 1 1 1.00 8,770 16,820

文化国際課 国際交流ラウンジ事業 2 1.00 19,588 27,638

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8,494 7,000 7,000 2.00 28,358 44,458

多彩な文化交流の促進


